



Training in Religious Painting at the French Royal Academy 











1　本作品の基本的な情報については、（Cat.exp.）Fragonard, Galeries Nationales du Grand Palais, The 





































2　「列王記上」第 13 章第 4－5節、共同訳聖書実行委員会『聖書　新共同訳』日本聖書協会、1987 年。
3　ローマ賞の概要については、Simon Lee, “Prix de Rome”, The Dictionary of Art, J. Turner（ed.）, 






















ていた。1648 年のアカデミー創立時から 1793 年 8 月 3 日まで、記述の粗密に幅はあるものの
空白となっている時期がなく、17－18 世紀のフランス美術史の基本資料の一つである。6
今回はこの資料のうち主にフラゴナールがローマ賞に挑戦した 1752 年の前後 10 年を中心に




4　Jean-Pierre Cuzin, Jean-Honore Fragonard: Life and Work. Complete Catalogue of the Oil Paintings, 
Harry N. Abrams, Inc., 1988, pp.15-16.
5　王立絵画彫刻アカデミーの歴史と活動については、栗田秀法「王立絵画彫刻アカデミー：その制度と歴
史」、『西洋美術研究』第 2号、1999 年、pp.53-71.
6　Anatole de Montaiglon（éd）, Procès-verbaux de l’Académie Royale de peinture et de sculpture（1648-
1793）, publiés pour la Société de l’Histoire de l’Art Français d’après les registres originaux conservés à 




1 月 8 日（土）：国王絵画コレクションカタログから、画家アルバーニについて朗読。新年挨
拶状の受け取り報告。入会希望者の報告。老齢で体調不良のルモワーヌを訪問する会員の指名。
















































8月 19 日（土）：グランプリ参加学生の作品を確認し、聖ルイの祝日（8月 25 日）に公開し
て8月 26日に審査することを決定。新会長が王室建造物長官に伺候したことの報告。故パロー
セルの肖像テラコッタの寄贈。
8月 26 日（土）：入会希望者 1名の作品審査と正会員での入会決定。別の入会希望者 1名は
却下。グランプリ審査。課題は旧約聖書から「ダヴィデとアブサロムの和解」「偶像に捧げもの
をするヤロブアム」。作品Dのフラゴナールが絵画 1等、作品 Bのブルネが彫刻 1等、作品 F
のモネが絵画 2等、作品Aのデュエが彫刻 2等。王太子の快癒に感謝してサン・ジェルマン・
ロクセロワ教会で荘厳ミサとテ・デウムを行うことを決定。
9月 2日（土）：ワトレによる絵画についての詩の朗読。王室建造物長官により 1751 年度の









10 月 27 日（金）：土曜日は聖シモン・聖タダイの祝日であるため変更。画家アルバーニ伝の
朗読。死者のためのミサをサン・ジェルマン・ロクセロワ教会で挙行することを決定。
11 月 4 日（土）：ケリュス伯の絵画論を朗読。イエズス会員ドワッサン師から版画芸術につ
いてのラテン詩をアカデミーに献呈希望という報告と承認。複製版画の提示と承認。本日朝に
死者のためのミサが行われたことの報告。
11 月 25 日（土）：画家カラヴァッジョ伝の朗読。ケリュス伯の著作『古遺物集成』の紹介。
12 月 2 日（土）：ウードリの絵画の実技と制作の三段階についての文章の朗読。

















象徴的な例である。年末には慈善のための献金を行ったことが 1749 年から 1756 年の議事録に
確認できる。毎年 11 月最初の土曜日（最後の土曜日の年もある）には、死者のためのミサを、
前年とそれまでに亡くなったアカデミー会員のために行うことになっている。この行事は重要
なもので、早くも 1669 年 8 月 3 日の議事録にかなり詳細に内容が決定されたことが確認でき
る。8
また、上記 8月 26 日の例にも見られるように、王族に関わる重大事の際にはアカデミーとし
てミサを挙行している。今回の調査対象にした範囲だけでも、1744 年には国王の快癒を祝って
音楽アカデミーのド・ブラモンの作曲によりルーヴル宮殿内のサン・ルイ教会においてテ・デ


























コンクールを提案した。1759 年からは「表情」のコンクール 12、1764 年に「遠近法」のコンクー
ル 13 が実施されている。同じく 1764 年に、実現はしていないものの「骨学」のコンクール 14 も
9　P.V., tome VI, p.3. この作品は 1687 年のコンクールで 2等となったサン・ポールのもの。
10　P.V., tome VI, p.293.
11　議事録によれば、グランプリとプティプリの学生への授与式は常に翌年に行われている。理由は不明
だが興味深い制度である。
12　P.V., tome VII, pp.106-110. 等に詳細が確認できる。このコンクールは二日間で実施され、各日とも 10
時から 3時間かけて制作し、当日に審査と表彰が行われた。アカデミーが依頼した女性がモデルとなって、
「喜びの混じった感嘆」「苦悩」など年によって異なる感情が指定され、それを表現することが求められた。
13　P.V., tome VII, p.241. など。課題作成は遠近法の教授が担当した。
14　P.V., tome VII, p.249. 1764 年 4 月 28 日の議事録。ケリュス伯は骨格標本をアカデミーに寄贈さえして





結果に課題内容が併記されるのみである。1752 年の例では 8月 26 日が該当するが、課題の決
定時期・決定理由・経緯などについては記録がない。課題がどのような形式で候補学生に提示
されたかも記録されていない。























また、1664 年 9 月 10 日には、コンクールの審査基準が存在したことが推測される文章があ
VII, p.270.
15　P.V., tome VI, p.256.
16　P.V., tome VII, p.72.
17　P.V., tome I, pp.220-221.

































19　たとえば 1754 年 1 月 5 日の議事録では、3か月ごとに許可証を更新することが確認されている。P.V., 
tome VI, p.377. 1761 年 4 月 4 日にはさらなる秩序を求めて規則が改定されており、モデル・デッサンの場
所取りがいかに重大な問題であったかが分かる。P.V., tome VII, p.162.


























































22　コンフェランスについては、Alain Mérot, Les Conférences de l’Académie royale de peinture et de 
sculpture au XVIIe siècle, Paris, 1996. また、草創期のコンフェランスが宗教画に集中していることに着目
した考察として、大野 芳材「1667 年の「コンフェランス」：宗教画事始」、『青山学院女子短期大学総合文
化研究所年報』第 12 号、2004 年、pp.129-146.

